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1月 理学部会合日誌

学部長と学部自治会の会見

主任会議

理学系研究科委員会

会計委員会

人事委員会

教授会

学部長と理職の定例交渉

総合計画委員会

人事委員会

教授会

学部長と理職の定例交渉

理学系研究科委員会

12月 理学部会合日誌
8.教官自己規律案について
理学部における実施案を検討するための委員会を

設けることをきめ,その委員として,藤日,久保 ,
黒田各教授を選出した。

9。 その他

イ)教育実習について
口)入学試験の監督について
ハ)1日式計算機を博物館に寄贈する件
二)改革フォーラム No.27の 改革案について
ホ)臨海実験所寄宿舎建設について
なお,当 日教授会の前に,後藤英一教授 (情報研)に
よる講演 “COmputer Graphics"が 行なわれた。計算機
で,図形ないし数式を扱う試みを,ス ライドを用いて説
明された。

1月 17日 (水)定例教授会 於理・ 4号館会議室
1.前回議事承認
2.人事異動等報告
3.代議員選出 (7名 )
投票の結果,秋田,植村,大木, 河田,久保 ,
下郡山,寺山の7教授を選出した。
4.学生休学について
5.理学部規則および第4学期専門科目履修規則の改
正について

6。 人事委員会報告

7.教務委員会報告
便覧改正に際し,各教室の講師以上の教官の顔写
真をのせることになった。

8.総合計画委員会報告
9.教官自己規律に関する委員会報告
10。 その他

教 授 会 メ モ

12月 20日 (水)定例教授会 於理・ 4号館会議室
1.前回議事承認
2.人事異動等報告
3.学部学生の卒業について (一名)
4.人事委員会報告
5.会計委員会報告
6.幹事会報告
7.評議会,協議会 (総長選挙)報告

=ド

:  学部長から,1月 27日 に行なわれる総長選挙に
関する説明があった.
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2月 14日 (水)定例教授会 於理 。4号館会議室
1.前回議事承認
2.人事異動等報告
3.学土入学について
4.転学部,転学科について
5.研究生期間延長について
6.人事,会計委員会委員選出
半数交替のため,新たに,木原,寺山,藤原各教

授が人事委員に,ま た,小柴,岩堀,吉川各教授が

会計委員に選出された。なお,会計委員は,即 日交

替することになった。

7.人事委員会報告
8.全学利用 NMR分光計利用状況について
9.寄附受入について
10.教官自己規律について
11.その他

教官人事異動 餘退・休脚

専門課程 1氏  名 |

植 物 沢 田 信 一

Effects of growth tempera‐
tures onphOtosynthetic carbon
metabolism in green plants.

T囁鮮梁路を笙書蓋富秀勿
響)

沢 隆 雄
|

|

A mutant of F. οοιt K12
unable to support the mul‐
tiplication of bacteriophage
BF 23
(BF 23フ ァージが増殖しえな
い大腸菌変異株 )

昭和 47年 12月 31日 付
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異動内容

教授に昇任

助教授に昇任

講師に昇任

助手に採用

発令年月 日

47.12. 1

48. 1. 1

48.1.1

48.1.1

47.12. 1

慇 .2.1
48.2.1

48.2.1

48. 2.16

昭和 48年 1月 22日 付授与者

F農器lttI::i譜∬鷺

藤彎ご見荼屍費昌写フ奏諄道寿
する応用

理学博士学位授与者
昭和 48年 12月 11日 付授与者

専門課程 1氏  名 |

Structure and Activity in the
Galactic Center RegiOn.
銀河中心領域の構造および活動
性

Petrology of the Senli doler‐
ite.

瀬見粗粒玄武岩の岩石学的研究

曇
条 2項該

1福

田健 三 履農農3騒蔦饗霧発
に
す
る同体|

外国人客員研究員

物 理 学
1菊

メ|1浩 行
1写tT言

2雫告う島壌
粒子の関

‖久保勝

The index and the generalized
Todd genus of Zp― actions.
Zp作用に関する指標と一般化
トッ ドま旨数

Isolation and characterization
of a particulate aggregation
lactor from sea urchin
embryos.
Gt =Wo> ffifn,t4ffffiflaffiFtrT
DHAtrLftTft)

物 理 学小原 洋 二|ハ
ドロンの弱作用による崩壊

電場内におけるPBG液晶

Catalysis by Electron Donor‐

亀洛穆讐五錯体による触媒作用
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学部長と理職との交渉

12月 の定例交渉が 12月 25日 ,12時半から行なわ
れた。理学部側出席者は植村,大木両評議員,吉野事務
長他3名,理職側出席者は委員長他約 15名であった。
議題は理学部職員の昇格,昇給の件が主なもので,こ
れについて理職委員長と吉野事務長との間で質疑応答が

なされた。

なお,理職供1か ら,地方からの通勤職員のうち地方税
の天引を中止された人がいるが,これを復活して欲しい

旨要望があった。給与掛は人手不足のためやむを得ずこ

の処置をとってぃることを説明し,評議員はなお検討す
ると答えた。

その他化学館わきの歩道の清掃,第二種定員外職員に
ついても議題になった。

1月 22日 , 12時半から1月 の定例交渉が行なわれ
た。出席者は,理学部は大木評議員,吉野事務長他4名

理職側は委員長他約 13名であった。

議題は (1)定員削減問題,(Ⅱ )第二種定員外職員間

題であった。

(I)について, 理職側は定員削減をみとめないよう
要望した。 これに対し理学部側は現状について説明し
ソt。

(Ⅱ )についての理職側の主張は次の通りであった。
臨時的でない仕事は定員内で行なうこと,第一種職員と
定員化すること,週 4日 もしくは長期的に週 3日 出勤し
ている第二種職員を第一種にすること,臨時的に働く第
二種職員の待遇を定員内職員のそれと比例したものにす

ること,であった。これに対し理学部側の答は次のもの
であった。臨時的でない仕事を定員内で行なうことは望

ましいことである。定員化できない職員の数は減らすよ

う努力してきたため,第一種職員は 30名程度になって
いる。理学部の性格,現状からみて,これをさらに減ら
すことは困難である。第二種職員については,研究室あ
るいは個人的に雇うという面があるので問題は複雑であ

る。理学部人事委員会は第二種職員を第二種職員にした

い希望があれば申出るよう要望している。

前回話の出た住民税については,来年度から本部の会
計で電算化の計画があるので,これが実施されれば人手

不足は緩和されるかも知れないのでその際再検討する。

(木村俊房記)

岩塚助教授の逝去を悼む

地理学教室,岩塚守公助教授は 1972年 12月 11日

44才 の若さで亡くなられました。原因は腹部の細網肉

腫でした。いつも,元気に颯爽として歩いておられた岩

塚助教授の突然の死は,今なお,われわれ教室のものに

は信じ難いものであります。

岩塚助教授は,1928年神田に生れ,1950年東京大学
地理学科を卒業され, 一時地理調査所 (現国土地理院)

で仕事をされたのち, 1951年地理学教室に助手として

もどられ,以後 21年間,研究と教育に従事してこられ

ました。

戦後の食糧難の時に,いもをかじりながらのフィール

ドワークによって,最初にまとめられた論文は,桂川流

域の地形発達史の研究でありましたが,以後一貫して,

侵蝕地形の研究をつづけてこられました。

侵蝕地形の研究は,中緯度を中心に発達したために,
かつては河川による地形の変化に観点がせばめられてお

りましたが,研究領域の空間的拡大とともに,別の形式
による侵蝕群の認識に関心が移ってきました。

岩塚助教授が,研究生活に入られた 1950年代は, 日

本においても,よ うやくこのような認識が生れ始めた時

期でありましたが,岩塚助教授もその方向に向って積極
的な活動をなされました。

侵蝕形式の空間的な違いというものは,地球上を広 く
歩いて,は じめて感得し得るものですが,い まだその機

会を得なかった戦後の日本にあって,岩塚助教授は,国
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鉄全線に沿う山崩れの研究により,僅かな緯度差のうち  かれたまま,病院に入ってしまわれました。
にもみられる侵蝕形態の違いを明らかにされ,ま た富士   遺されたお子様は,最初の論文の桂川からとった桂さ
山の大沢崩れの研究によって,高度による気候の差に侵  んと太郎君。その名にも故人の人柄がしのばれますが,
蝕形式の違いを求められました。            いまだ茫然となすことを知らない敦子夫亡人とお子様の

これらは,いずれも数年を費しての野外での実証的研  将来の平安を祈らざるを得
｀
ません。   (鈴 木秀夫)

究によるもので季節を聞わず,富士山に登りつづけて仕
上げたこの研究が,どんなに大変なものであったかは,

常に弱音をはくことをいさぎよしとしない氏の論文に,

一言,hardでぁったという文字があることから, うか

がい知ることができます。

お 知 ら せ

(1)昭和 48年度デンマーク政府奨学金留学生の

戦後を脱して,海外研究が容易になるや,岩塚助教授     募集について
は,ア ンデス調査団に参加して,研究対象を空間的に拡  専攻分野: 人文科学 。社会科学・自然科学・芸術
大する機会を得ました。 給費期間: 昭和 48年 9月 または 10月から力8月 間

4,000mを超えるアンデスの高原の上を縦横に走りま  応募資格: 大学卒業者または本年卒業見込み者
わること三度,その高原の成因に対する従来の内因的な  締 切 日: 48年 3月 10日 (上 )
説明に疑間をいだくようになり,気候的外因にその主因
を求める仮説をいだかれるようになりました。アンデス   (2)ュ ネスコ後援による第 5回チェコスロバキア

高原が隆起準平原であるという従来の説に対立するもの      カレル大学 トレーニングコース留学生募集に
で,準平原論は地形学の中心的問題であることから,そ      ついて
の問題提起は,きわめて重大なものでありました。    分  野: 分析化学
三度目のアンデス調査は,氏にとってはすでに苦しみ  期  間: 1973年 10月 ～1974年 7月
になっておりました。しばしば腹痛になやまされておら  場  所: プラハ カレル大学
れるようでしたが,団長としての責任感から,全行程を  資  格: 理学修士 およびそれに相当する資格を取得
予定通りおえられました。 している者

帰国後,資料の分析に入り,雄大なアンデスの投影断   その他詳細は理学部大学院掛まで照会のこと
面図の一枚を書きおえられた時,作業机の上にそれを置 理学系研究科

編 集  塩 田 徹 治
理 。1号館 315号室 内線 2866ま たは 3108
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